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福祉フェスタ、健民祭を報告します！
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イベント開催報告

稲荷台小学校の校長先生にインタビューしました！

学校長インタビュー
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10月8日（日）開催 第３地区健民祭

10月７日（土）開催 第３地区福祉フェスタ

生活創造空間にしで４年ぶりに福祉フェスタが開催されました。このイベントは、障害のある方を支

援する施設や事業所の皆様が主体となって、日頃の活動の発表や地域との交流を図るために行われ、

今年で11回目の開催となります。第３地区からは、毎回、会場の模擬店を巡るスタンプラリーを実施

しています。

「第48回西区第３地区健民祭」が稲荷台小学校

で5年ぶりに開催されました。今年は「秋のスポー

ツ健康フェスタ」と銘打ち、グラウンドでは自由に

参加できる競技、体育館では「健康チェック・体力

測定」がありました。

競技時間の合間には親子でグラウンド内を駆け

回り、各テント内では模擬店で購入したもので団ら

んする光景が見られました。体育館では「実年齢よ

り若い」などにぎやかな声が響き、みんなが楽しく

過ごした一日でした。

記事作成：第２部会長 村上

今回は、学校と福祉施設の関係を深め、次世代の地域を担っていく人材を育てたいとの思いで、第

3地区第3部会から稲荷台小学校の生徒さんにボランティアを依頼し、当日は6年生の生徒10名が参

加しました。お揃いの法被を着て、会場内様々な役割で活躍してくれました。

当日は飲食やゲーム、物販ブースなど沢山の方が来場し、大変な賑わいでした。また、5階では各施

設メンバーのステージ発表があり、これも多くの人が鑑賞してくださいました。

「歌う・踊る・楽器を奏でる・そして観てくれる観客がいる」ステージに立つ人にとってこれほど嬉しく、

心躍る事は無いと思います。長い間発表の場も奪われ、練習もままならず苦しい期間が続いたと思い

ます。観ていてとても感動致しました。

これからも楽しく地域を盛り上げるため共に協力し、安全・安心な街づくりをしていきたいと思いま

す。 記事作成：第３部会長 佐々木

中山校長先生にインタビューしてきました！

➀稲荷台小学校に赴任して、第３地区はどんな印象ですか？

昨年4月に赴任し、現在２年目です。第３地区は大きな通りや駅、商店街などがあるの
で常に人の往来があり、来る人を温かく迎えてくださるという印象を持っています。気
さくな方が多く、とても親しみを感じています。

②学校の目標「自分とみんな いいないいな稲荷台」にはどんな思いがこもっています
か？

「自分とみんな いいないいな稲荷台」は自分を大切にすること、周囲の人々を大切に
することを願って作られた目標です。これからも本校の教育方針の基本は変わりません
が、100周年を経た現在、「次の100年へ」という新たな視点で学校の在り方を考えた
いと思っています。

③第３地区の活動（ふれあい春まつり、福祉フェスタ）に子どもたちにボランティアとして
参加していただきました。感想をお願いします。

二つの活動のどちらにも6年生が参加してくれました。
自分達ができることに取り組み、それが誰かの役に立っている
ことに大きなやりがいを感じたようです。
機会があればまた参加したいという声が多く、私達も嬉しく
思います。
次回は５年生にも募集を広げていこうと考えています。

インタビュアー：山本ひろみ副会長

②学校の目標「自分とみんな いいないいな稲荷台」にはどんな思いがこもっ
ていますか？

➀稲荷台小学校に赴任して、第３地区はどんな印象ですか？

③第３地区の活動（ふれあい春まつり、福祉フェスタ）に子どもたちにボラン
ティアとして参加していただきました。感想をお願いします。

稲荷台小学校インタビュー

【１月28日（日） 百人一首大会】

場所：藤棚地区センター

【２月25日（日） 紙飛行機大会（予選）】

場所：藤棚地区センター

【３月17日（日） 紙飛行機大会（本戦）】

場所：西スポーツセンター
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